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計
　
記
　
事 山 田 チ カ

関 ロ セ イ

関 日 起 美

都 丸 志 津

登 坂 ぶ く

関 口 ふ で

小 池 源 郎

高 橋 た け

04月 ～寝たきり会員の友愛訪問

○毎月1日、15日～公民館、神社境内清掃

○寿大学南橘教室に希望参加

○町内納涼大会に参加

○町内及南橘地区の体育祭に参加

○会員力作の菊花展示会と学習会の開催

― (講師一東福寺住職 白石玄海氏)一

〇秋季旅行 (信州湯田中温泉)実 施

○総 会

昭 和  52 年  度

員役 事行中年

(第 一 )

養 田真 太 郎
(第二)
山 本  繁

関 口猪 三 郎

都 丸 健 男

都 丸 健 男

関 口猪三 郎

山 田 チ カ

関 ロ セ イ

高 橋 ユ キ

小 池 源 郎

長

言1会長

会 計

書 記

幹  事 登 坂 ふ く

関 日 ふ で

関 口 起 美

高 橋 た け

① 4月～寝たきり会員の友愛訪問

○毎月1日、15日～神社境内、公民館周辺の

清掃

○市教育委員会の誘奨により高齢者教室荒牧

教室を開設する～ (別紙計画)

○町内納涼大会参加

○市敬老号西伊豆旅行参加

○町内及南橘地区の体育祭参加

○会員力作の菊花展示会開催

03月 旅行 (草津温泉立花ホテル)実 施

○総 会
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昭和52年度高齢者教室年間計画豪

月 日 学 習 課 題 内 容 講 師 ・助 言 者

9

2
開 級  式

成人病対策

前橋保健所痛長
横 尾  文  子 先生

16 食事と健康 同 上

10

7 栄養と食事
明和短大助教授

志 田 俊 子

21 世代間の人間関係
社会教育指導員今 井  市

松先生

4 若い世代との意見交換 同 上

18 郷上の文化財と歴史
市文化財保護係長

阿 久 津 宗 二先生

12 2 議会活動を知ろう (議会見学)

1 16 民 謡 教 室

2

3 同 上

21 閉 級  式
南橋公民館長
市教育委員会社会教育課長
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日召  和  53  年 ‐i横
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員役 事行中年

副会長

(第 一 )

都 九 健 男
(第二)! !‐
山 本  繁

小 池 利 二

養 田 と み

高 橋 常 治

金‐井 保 三 郎

矢 端  貞

坂 本 敏 雄

関 口 豊 治

計
　
記

事

会
　
書

幹 養 田 タ カ

都 丸 は な

角 田 一 雄

官 埼 す ぎ

04月 ～寝たきり会員の友愛訪問

① 5月～荒牧町高齢者教室開設～(別紙計画)

○毎月1日、15日～神社境内、公民館周辺の

清掃

○町内納涼大会に参加

○町内及南橘地区の体育祭に参加

○秋季旅行 (万座温泉～宮進密)実 施
'

①会員力作菊花展示会開催

① 3月旅行 (四万温泉～岩井堂ホテル)

○総 会
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昭和53年度高齢者教室年間計画表

月 日 学 習 課 題 内 容 講 師 ・助 言 者

5

8
式

室講
醜
開

交
前橋警察署交通課員

18 老人のかか り易い病気
前橋保健所婦長

横 尾  光  子 先生

6

5 高齢者の健康的な暮し方 同 上

生き甲斐を求めて(その一)
元市青年の家所長

今 井  市  松 先生

7

同 上 (そ の二 ) 同 上

21 高齢者と栄養(その一)
明和女子短大

志 田  俊  子 先生

8

4 社 会 探 訪
上毛新聞社見学
県民の森 す美術館

18 高齢者と栄養 志 田  俊  子 先生

9

1
これからの高齢者の生き方

(その一)

元市社会教育課長

大 崎  福  寿 先生

15 同 上 (そ の二) 同 上

10

6 高齢者の社会的役割
元県社会教育課長

森 泉  賢  吾 先生

20 同 上 (そ の二) 同 上

11

4 高齢者の心の健康
県青少年会館理事長

磯 只  三  郎 先生

病気の色々
二之沢病院

森 田 伝 一 郎先生

1 中国を旅して
東福寺住職

白 石  賢  海 先生

1 23 民謡を楽しむ 福 島 佳 津 江先生

6 同 上 同 上

20
同     上

閉 級  式 式～反省会～懇談会
同     上

来 賓 多 数
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.昭  和  54 年 1鹿

役 員 年 中 行 事

副会長

(第 一 )

都 丸 健 男

(第 二 )

山 本  繁

小 池 汗け手

養!―田 と み

高 精 常 治

金井保
モ
三郎

矢 端f 貞

宮 下 亀 吉

角
|百 二‐男

滝 沢 富 雄

△
〓
　
書

幹

計

記

事 養 田 タ カ

都 丸 は な

坂 本 敏 雄

萩 原 美 水

矢 鳴 と ら

04月 ～寝たきり会員の友愛訪問

○毎月1日、15日～神社境内、公民館周辺の

清掃

①荒牧町高齢者教室の開設 (別紙計画)

○町内納涼大会へ参加

○町内及南橘地区の体育祭に参加

〇秋書旅行 (      〉 実施  ‐

○会員力作の菊花展示会の開催

①3月旅行 (四方温泉～山白京ナル)実施
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昭和54年度高齢者教室年間計画表

月 日 学 習 課 題 内 容 講 師 ・助 言 者

5

式
室講
酸
開

交
前橋警察署交通課員

2 5 若く生きる12の方法
元県社教課長

森 泉  賢  吾 先生

6

8 前橋の昔話し
市教育委員会主事

酒 井  正  保 先生

22 高齢者の健康管理(その一)
前橋保健所婦長

竹 内 ミ ネ 子先生

7

13 高齢者をめぐる諸問題
前橋家庭裁判所調査官

河  内   学 先生

27 ゲートボールの実技
市教育委員会主事

近 藤  雅  一 先生

8

18 健康管理(その二) 竹 内 ミ ネ 子先生

24 社 会 探 訪 高崎観音山

9

楽しい一 日
市教育委員会主事

金 井    修 先生

私の雑記帖
元学校長

石 田 金 太 良「先生

10

5 高齢者の生き甲斐
元市青年の家所長

今 井  市  松 先生

21 病気と予防
二之沢病院長

森 田 伝 一 郎先生

11

高齢者教室の在 り方 森 泉  賢  吾 先生

この頃思 うこと
市社会教育課長

藤 沢  守  夫 先生

ワ

】 前橋の文化財
勝山小学校長

近 藤  義  雄 先生

ユ
●
る 楽しい民話 福 島 佳 津 江先生

，

々

8 同 上
式二反省～懇談

22
同     上

修 了  式

同     上

来 賓 多 数
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昭 和  55 年
‐
度

員役 事行中年

計
　
記
　
事

△〓
　
書
　
幹

富U会長

(第 一 )

小 池 利 二
(第二 )|

山 本  繁

滝 沢:宮 雄

養 田か くし

高 橋 常 治

滝 沢 富 雄

飯 島 1敏雄

矢 1嶋!と ら

湯浅家寿子

都 丸 は な

坂 本 敏 雄

金 沢 き く

宮 崎 す ぎ

高 山 キ ン

宮 下 ヤ ス

高 橋 あ さ

角 田 一 男

萩 原
‐
美 水

04月 ～寝たきり会員の友愛訪問

○毎月1日、15日～神社境内‐と公民館周辺の

清掃

○荒牧町高齢者教室の開設運営(別紙計画表)

O町 内納涼大会への参加

○町内及南橘地区の体育祭に参加

○秋の旅行 (猿ヶ京温泉)の実施

○会員の力作菊花展示会の開催

① 3月旅行 (信州鹿教温泉～寿旅館)実 施

○ゲート・ボール用具購入、練習開始～

1客亀旦長玉サ呂
迄|

O総  会
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昭和55年度高齢者教室年間計画表

月 日 学 習 課 題 内 容 講 師 ・助 言 者

5

9
式

室講
醜
開

交
前橋警察署

23 健康管理(その一)
前橋保健所婦長

竹 内 ミ ネ 子先生

豊かなる高齢者 映画とお話
市教育委員会主事

梅 沢 弥 五 良F先生

27
郷上の伝統行事をささえた

人々の心

市教育委員会主事

酒 井  正  保 先生

諺と山の信仰について
県史編さん委員

都 丸 十 九 一先生

25 扶養問題について
前橋家庭裁判所調査官

福 良  郁  三 先生

8

8 社 会 探 訪 相馬ケ原自衛隊見学

22 健康管理(その二) 竹 内 ミ ネ 子先生

9

12 楽しい一 日 映画とお話
市教育委員会主事 F

金 井  修 先≧

26 寿命について
前橋保健所長医博

佐 藤  千  春 先生

10

3 老人と生活
元学校長

藤 井  達  男 先生

17

11

14 生きる姿勢
元県社教主事

大 島  文  作 先生

28 日本の童謡
元学校長

船 津  信  章 先生

12 5 楽しい民謡 福 島 佳 津 江先生

1 23 同 上 同 上

2

13 同 上
来 賓 多 数

つ
ち

確かなる平凡

修 了  式

市中央公民館長

米 倉    忍 先生
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